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衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
発
電
と
配
電
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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二
月
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議

長 

幣 
原 
喜 
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郞 
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内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
発
電
と
配
電
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

水
力
発
電
の
状
況
に
よ
り
一
定
し
な
い
が
、
電
気
事
業
で
は
水
火
力
会
計
で
、
年
間
、
全
国
三
四
〇
億
な
い
し
三
六
〇

億
キ
ロ
ワ
ツ
ト
時
が
発
電
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
配
分
の
基
準
と
し
て
は
、
一
応
日
本
発
送
電
株
式
会
社
、
配
電
株
式
会
社

間
の
受
給
契
約
が
あ
る
が
、
電
力
割
当
の
運
用
と
も
関
係
あ
り
、
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
。 

二 

わ
が
国
は
、
水
力
発
電
が
発
電
量
の
大
部
分
を
占
め
る
た
め
豊
水
季
と
渇
水
季
で
は
変
動
を
生
じ
、
こ
れ
を
火
力
発
電

で
補
充
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
火
力
発
電
施
設
に
限
度
が
あ
る
た
め
渇
水
季
の
発
電
量
は
、
豊
水
季
に
比 

べ
、
下
廻
る
の
が
普
通
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




